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し
て
そ
の
成
果
を
も
う
一
度
地
域
に
還
元
す
る
。
地
域
と
大
学
と
の
新

し
い
地
域
連
携
像
を
提
示
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

「
青
野
原
俘
虜
収
容
所
展 in Tokyo 2009

」

と
神
戸
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス

植
村
　
達
男

　

二
〇
〇
九
年
一
一
月
、
神
戸
大
学
、
兵
庫
県
小
野
市
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
大
使
館
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
青
野
原
俘
虜
収
容
所
展	in	

Tokyo	2009

」
が
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
当

時
、
青
野
原
（
現
兵
庫
県
小
野
市
、
加
西
市
）
に
俘
虜
収
容
所
が
あ
り
、

五
〇
〇
名
近
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
兵
、
ド
イ
ツ
兵
が
四
年

四
カ
月
の
間
生
活
し
て
い
た
。
小
野
市
の
市
史
編
纂
の
途
上
で
発
見
さ

れ
た
ド
イ
ツ
兵
の
手
記
が
神
戸
大
学
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
史

実
の
究
明
が
広
が
り
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
〇
五
年
の
小
野
市
、

二
〇
〇
六
年
の
神
戸
大
学
、
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ウ
ィ
ー
ン
で
資
料
の
展
示
会
や
兵
士
た
ち
が
楽
し
ん
だ
音
楽
の
再
現

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。
東
京
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
延
長
線
上
に

あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

先
ず
一
一
月
七
日
、
ド
イ
ツ
文
化
会
館
Ｏ
Ａ
Ｇ
ホ
ー
ル
（
港
区
青
山
）

で
講
演
会
・
再
現
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。
俘
虜
収
容
所
の
設
置
経
緯

の
概
要
、
地
元
民
と
の
様
々
な
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
交
流
の
実
情

に
関
し
て
三
人
の
講
師
か
ら
講
演
が
あ
る
。
ま
た
、
当
時
俘
虜
が
開
催

し
た
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
と
に
当
時
の
演
奏
曲
目
の
再
現
演
奏
が

神
戸
大
学
交
響
楽
団
有
志
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
首
都
圏
開
催
さ

れ
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
同
じ
く
第
一
次
世
界
大
戦
当
時
俘
虜
収

容
所
が
設
置
さ
れ
た
千
葉
県
習
志
野
市
の
市
民
有
志
が
ド
ッ
キ
ン
グ
し

て
俘
虜
収
容
所
に
ち
な
ん
だ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
っ
た
。
以
上
の
講
演

会
・
再
現
演
奏
会
と
は
場
所
と
日
時
を
改
め
て
開
催
さ
れ
た
の
が
展
示

会
（
一
一
月
一
二
日
―
二
一
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
（
港
区
元
麻
布
））

で
あ
る
。
収
容
所
生
活
や
地
元
民
と
の
交
流
を
物
語
る
写
真
、
俘
虜
の

所
持
品
、
俘
虜
が
作
成
し
た
工
芸
品
・
絵
画
等
が
展
示
さ
れ
た
。
講
演

会
・
再
現
演
奏
会
の
詳
細
は
、
以
下
の
と
お
り
。

講
演
会
・
再
現
演
奏
会
（
一
一
月
七
日
、
ド
イ
ツ
文
化
会
館
）

講
演
会
～
青
野
原
俘
虜
収
容
所
の
世
界
～

講
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
大
津
留　

厚

神
戸
大
学
人
文
学
研
究
科
教
授
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
史
、
オ
ー
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ス
ト
リ
ア
近
現
代
史
を
研
究
分
野
と
し
て
い
る
。

・
岸
本　

肇
東
京
未
来
大
学
こ
ど
も
心
理
学
部
教
授
。
神
戸
大
学
名
誉
教
授

（
元
・
発
達
科
学
部
教
授
）。
体
育
学
、
体
育
科
教
育
を
研
究
分
野

と
し
て
い
る
。

・
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ヘ
ー
ド
ル

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
グ
ラ
ー
ツ
大
学
所
属
。
自
ら
と
同
じ
オ
ー
ス
ト

リ
ア
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
青
野
原
俘
虜
収
容
所
を
修
士
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
、
現
在
も
研
究
を
続
け
て
い
る
。

演
奏
会

町
の
音
楽
好
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
本
拠
地
：
習
志
野
市
大
久
保
）

１
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の　

閉
じ
て
お
く
れ　

僕
の
眼
を

　
　
　

ハ
ン
ス
・
ミ
リ
エ
ス　

曲
／
伊
地
知
元
子　

編
曲

２
．
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク

　
　
　

モ
ー
ツ
ア
ル
ト　

曲

３
．
ホ
フ
マ
ン
の
舟
歌

　
　
　

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ　

曲

４
．
舞
踏
へ
の
勧
誘

　
　
　

ウ
エ
ー
バ
ー　

曲

５
．
閉
じ
て
お
く
れ　

僕
の
眼
を

　
　
　
ハン
ス
・
ミ
リ
エス　
曲
／
伊
地
知
元
子　
編
曲
／
根
本
優
子　
訳
詞

神
戸
大
学
交
響
楽
団
有
志

１
．
歌
劇
「
バ
グ
ダ
ッ
ト
の
太
守
」
序
曲

　
　
　

ボ
ワ
エ
ル
デ
ュ
ー　

曲
／
田
村
文
生　

編
曲

２
．
巡
礼
の
合
唱
（
歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
よ
り
）

　
　
　

ワ
グ
ナ
ー　

曲
／
田
村
文
生　

編
曲

３
．
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ

　
　
　

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
２
世　

曲
／
田
村
文
生　

編
曲

４
．
劇
付
随
音
楽
「
エ
グ
モ
ン
ト
」
序
曲

　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
曲
／
田
村
文
生　

編
曲

５
．
レ
ヴ
リ

　
　
　

ヴ
ュ
ー
タ
ン　

曲

６
．
軍
隊
行
進
曲
第
一
番　

　
　
　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト　

曲

　
「
青
野
原
俘
虜
収
容
所
展	in	Tokyo	2009

」
に
つ
い
て
、
神
戸
大

学
東
京
オ
フ
ィ
ス
に
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月

の
こ
と
で
あ
る
。
大
津
留
厚
教
授
が
上
京
、
神
戸
大
学
の
同
窓
会
施
設
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（
東
京
凌
霜
ク
ラ
ブ
）
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
神
戸
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス

で
面
談
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
を
お
聞
き
し
て
、
全
面
的
協
力
を
お

約
束
し
た
。
そ
の
後
、
千
葉
県
習
志
野
市
（
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
地

に
も
俘
虜
収
容
所
が
あ
っ
た
）
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
「
町
の
音
楽
好
き
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
代
表
者
戸
田
志
香
氏
（
声
楽
家
）
と
の
打
ち
合
わ
せ
（
八

月
、
於
高
田
馬
場
）、
毎
日
新
聞
・
日
本
経
済
新
聞
両
社
の
記
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
八
月
、
東
京
凌
霜
ク
ラ
ブ
）
が
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
ま

だ
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
場
所
、
日
程
）
は
決
定
し
て
お
ら
ず
、
し

た
が
っ
て
チ
ラ
シ
も
で
き
て
い
な
い
。
九
月
に
な
っ
て
カ
ラ
ー
印
刷
の

チ
ラ
シ
二
種
類
が
送
ら
れ
て
来
た
。
一
一
月
七
日
に
ド
イ
ツ
文
化
会
館

Ｏ
Ａ
Ｇ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
講
演
会
・
再
現
音
楽
会
」
の
チ
ラ
シ

が
黄
緑
色
、
一
一
月
一
二
日
か
ら
一
一
月
二
一
日
迄
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大

使
館
で
開
催
さ
れ
る
「
展
示
会
」
の
チ
ラ
シ
が
青
色
を
基
調
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
同
じ
く
九
月
に
は
、
大
津
留
教
授
、
奥
村
弘
教
授
、
神
戸

大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
職
員
、
そ
し
て
小
野
市
立
好
古
館
大
村
敬
通

館
長
等
と
と
も
に
麻
布
十
番
商
店
街
に
近
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
を



『LINK』Vol.2　2010 年 8月

156

訪
問
し
た
。
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
イ
ダ
ー
文
化
担
当
参
事
官
に
ご
挨
拶

す
る
と
と
も
に
、
展
示
会
場
の
下
見
を
行
う
。
チ
ラ
シ
（
二
種
類
…
別

掲
）
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
は
、
東
京
凌
霜
ク
ラ
ブ
で
掌
握
し
て
い
る

首
都
圏
在
勤
・
在
住
の
神
戸
大
学
同
窓
生
約
一
〇
〇
〇
人
に
対
し
て
電

子
メ
ー
ル
（
一
部
フ
ァ
ッ
ク
ス
）
に
よ
る
配
信
を
行
う
。
同
時
に
チ
ラ

シ
そ
の
も
の
を
メ
ー
ル
便
（
他
の
発
信
資
料
に
同
封
す
る
ケ
ー
ス
が
殆
ど
）

で
送
る
こ
と
も
実
行
し
た
。

　

九
月
末
頃
、「
講
演
会
・
再
現
音
楽
会
」
の
参
加
者
数
が
少
な
い
こ

と
が
判
明
し
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
。
寂
し
い
会
場
で
は
、

講
演
者
や
演
奏
者
に
申
し
訳

な
い
。
神
戸
大
学
の
恥
さ
ら

し
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ

こ
で
、
東
京
凌
霜
ク
ラ
ブ
か

ら
電
子
メ
ー
ル
の
再
配
信
を

行
い
、
ま
た
卒
業
生
以
外
の

分
野
へ
の
個
別
Ｐ
Ｒ
を
心
が

け
た
。
東
京
オ
フ
ィ
ス
が
あ

る
帝
劇
ビ
ル
内
に
あ
る
喫
茶

店
の
店
頭
、
新
規
開
店
し
た

ば
か
り
の
歯
科
医
の
待
合
室
に

チ
ラ
シ
を
置
い
て
も
ら
う
と

い
っ
た
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始

め
た
。近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
と

か
ち
の
」
は
、
神
戸
大
学
ゆ
か

り
の
店
（
経
営
者
の
奥
様
が
国

際
協
力
研
究
科
の
修
了
生
）
だ
っ

た
の
で
同
様
の
お
願
い
を
す

る
。
ま
た
、
神
戸
大
学
に
ほ
ぼ

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
入
学
者
を
送

り
込
ん
で
い
る
都
立
青
山
高
校

の
進
路
指
導
室
を
訪
問
、
神
戸
大
学
の
各
種
広
報
資
料
を
届
け
る
と
と

も
に
前
記
チ
ラ
シ
も
お
届
け
し
た
。
偶
然
に
も
、
青
山
高
校
は
大
津
留

教
授
の
母
校
で
も
あ
る
。
青
野
原
俘
虜
収
容
所
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
に
関
係
す
る
の
で
、〝
世
界
史
の
教
材
〟に
も
な
り
う
る
。

そ
う
考
え
て
、
他
の
近
隣
の
高
校
も
回
り
た
か
っ
た
が
、
経
費
（
交
通

費
）
と
時
間
の
関
係
で
、果
た
せ
な
か
っ
た
。
他
の
Ｐ
Ｒ
先
と
し
て
は
、

渋
谷
の
「
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
」
が
あ
る
。
同
館
で
開
催
中
の
「
や

す
ら
ぎ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」
展
に
行
き
、
学
芸
員
に
依
頼
し
て
、
館
内

に
チ
ラ
シ
を
お
い
て
も
ら
う
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
知
人
の
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弁
護
士
事
務
所
（
中
央
区
）、
定
期
的
に
通
っ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
新

宿
区
）、
長
ら
く
通
い
顔
な
じ
み
と
な
っ
た
喫
茶
店
（
中
央
区
）
も
チ
ラ

シ
を
置
い
て
く
れ
た
。
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
（
千
代
田
区
）、

日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
（
同
）、
専
門
図
書
館
協
議
会
事
務
局
等

の
協
力
も
得
た
。
講
演
会
・
演
奏
会
会
場
で
あ
る
ド
イ
ツ
文
化
会
館（
港

区
）
に
近
い
虎
屋
文
庫
（
和
菓
子
の
博
物
館
）、
港
区
役
所
赤
坂
支
所
に

も
チ
ラ
シ
を
置
い
て
貰
う
こ
と
に
成
功
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使

館
に
近
い
明
る
い
感
じ
の
喫
茶
店
二
軒
も
、
食
事
に
行
っ
た
つ
い
で
に

お
願
い
し
た
。

　

一
〇
月
九
日
付
日
本
経
済
新
聞
（
文
化
欄
、
大
津
留
教
授
に
よ
る
寄
稿

「
捕
虜
に
見
る
欧
州
史
の
断
片
、
兵
庫
県
の
一
次
大
戦
収
容
所
に
ハ
プ
ス
ブ

ル
グ
帝
国
の
縮
図
」）
に
始
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
が
始
ま
る
。
近
年

発
見
さ
れ
た
豚
と
捕
虜
と
衛
兵
の
写
真
（
別
掲
）
も
挿
入
さ
れ
た
全
八

段
の
堂
々
た
る
論
考
で
あ
っ
た
こ
の
記
事
は
全
国
版
で
あ
り
、
広
報
的

に
は
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
毎
日
新
聞
（
東
京
版
、
一
〇

月
一
七
日
付
）、
朝
日
新
聞
（
東
京
版
、
一
一
月
五
日
付
）、
読
売
新
聞
（
都

民
版
、
一
一
月
七
日
付
）
と
東
京
地
区
で
は
四
件
の
記
事
が
流
れ
、
一

般
市
民
が
イ
ベ
ン
ト
に
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞

に
は
、
捕
虜
が
地
元
の
女
性
や
子
供
た
ち
と
と
も
に
撮
影
し
た
集
合
写

真
（
別
掲
）
が
挿
入
さ
れ
、
当
時
の
友
好
的
な
交
流
の
実
態
が
偲
ば
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
読
者
の
殆
ど
は
、
イ
ベ
ン
ト

に
は
参
加
し
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、〝
神
戸
大
学
の
広
報
〟
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
東
京
地
方
版
で
の
告
知
記
事
は
多
大
の
貢
献
が
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
四
件
の
記
事
の
う
ち
、
日
本
経
済
新
聞
と
毎

日
新
聞
（
一
〇
月
一
七
日
付
）
は
、
東
京
丸
の
内
三
丁
目
の
神
戸
大
学

東
京
オ
フ
ィ
ス
（
同
窓
会
施
設
で
あ
る
東
京
凌
霜
ク
ラ
ブ
内
併
設
）
で
、

あ
ら
か
じ
め
行
っ
た
記
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
成
果
。
朝
日
新
聞
（
一
一

月
五
日
付
）
は
神
戸
大
学
広
報
室
を
通
じ
て
の
根
回
し
の
結
果
で
あ
ろ

う
。
読
売
新
聞
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
の
偶
然
が
作
用
し
た
。
読
売

本
社
編
集
局
地
方
部
次
長
が
神
戸
高
校
の
卒
業
生
で
、
た
ま
た
ま
一
〇

月
二
四
日
に
大
手
町
で
開
催
さ
れ
た
神
戸
高
校
同
窓
会
で
私
と
席
が
近

く
、
直
接
お
願
い
し
て
掲
載
に
至
っ
た
も
の
。
た
だ
し
、
掲
載
日
が

一
一
月
七
日
（「
講
演
会
・
演
奏
会
」
当
日
）
と
、
間
際
で
あ
っ
た
の
が

惜
し
ま
れ
る
。

　

最
後
に
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
思
い
が
け
な
い
出
来
事
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
「
講
演
会
・
再
現
演
奏
会
」
と
「
展
示
会
」
双
方
に
来
ら
れ
た

中
村
摩
利
子
さ
ん
（
東
京
・
杉
並
区
）
か
ら
伺
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
と

い
う
の
は
、
中
村
さ
ん
の
父
上
が
旧
制
姫
路
中
学
（
現
姫
路
西
高
校
）
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時
代
、
同
級
生
と
と
も
に
姫
路
に
あ
っ
た
収
容
所
を
訪
ね
俘
虜
と
交
流

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
そ
の
中
学
生
す
な

わ
ち
興
地
実
英
（
お
き
ち
・
じ
つ
え
い
、
一
九
〇
二
―
一
九
四
七
、
写
真
）

氏
は
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
（
現
金
沢
大
学
）
の
文
乙
（
ド
イ
ツ
語
履
修
）

に
進
む
。
更
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
で
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
旧
制
大

阪
高
等
学
校
（
現
大
阪
大
学
）、
つ
い
で
旧
制
浦
和
高
等
学
校
（
現
埼
玉

大
学
）
で
ド
イ
ツ
語
教
師
を
つ
と
め
る
。
俘
虜
と
の
交
流
が
、
興
地
氏

の
生
涯
の
仕
事
に
繋
が
っ
た
訳
で
あ
る
。
興
地
氏
と
と
も
に
俘
虜
と
交

流
し
た
姫
路
中
学
生
の
名
も
後
日
中
村
さ
ん
を
通
じ
て
判
明
し
た
。
伊

坂
辰
次
郎
氏
で
あ
り
、
伊
坂
氏
は
母
校
の
姫
路
中
学
の
英
語
教
師
か
ら

旧
制
姫
路
高
等
学
校
（
現
神
戸
大
学
）
で
英
語
を
教
え
た
と
い
う
偶
然

が
重
な
っ
て
い
る
。

　

中
村
さ
ん
か
ら
は
、
後
日
『
興
地
実
英
遺
稿
集
』、『
興
地
実
英
遺
稿

集　

続
編
』の
二
冊
の
本
を
頂
戴
し
た
。
別
掲
の
遺
影
お
よ
び
略
歴
は
、

遺
稿
集
か
ら
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
米
田
一
彦
神
戸
大
学
教
授
（
後

に
名
誉
教
授
、
英
文
学
）
も
、『
興
地
実
英
遺
稿
集　

続
編
』
の
執
筆
者

の
一
人
。大
阪
高
校
時
代
の「
興
地
先
生
の
こ
と
な
ど
」の
タ
イ
ト
ル
で
、

恩
師
を
語
っ
て
い
る
。
私
は
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
四
月
、
神
戸

大
学
に
入
学
し
た
当
初
に
教
養
課
程
で
米
田
先
生
の
英
語
の
講
義
を
聴

い
た
。
ま
さ
に〝
六
〇
年
安
保
〟の
最
中
の
こ
と
。
当
時
の
テ
キ
ス
ト
は
、

興
地　
実
英
氏　
略
歴

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
三
月
三
日　

兵
庫
県
飾
磨
群
家
島
町
徳
号

寺
住
職
興
地
観
円
次
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。

一
九
一
四
（
大
正　

三
）
年
三
月　

家
島
小
学
校
卒
業

一
九
一
九
（
大
正　

八
）
年
三
月　

兵
庫
県
立
姫
路
中
学
校
卒
業

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
三
月　

旧
制
第
四
高
等
学
校
卒
業

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
三
月　

東
京
大
学
文
学
部
独
文
科
卒
業

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
四
月　

旧
制
大
阪
高
等
学
校
に
就
職

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
九
月　

旧
制
浦
和
高
等
学
校
に
転
任

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
四
月
五
日　

肝
臓
ガ
ン
の
た
め
死
亡

享
年
四
五
才

旧制大阪高等学校時代
（1940 年）
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ペ
ン
ギ
ン
ブ
ッ
ク
ス
のW

here	Angels	Fear	to	Tread

（Edw
ard	

M
organ	Forster,1905

）
で
あ
っ
た
。

　

話
題
を
『
興
地
実
英
遺
稿
集
』
の
方
に
戻
そ
う
。
石
濱
恒
夫
（
大
阪

高
校
）、
金
森
久
雄
（
浦
和
高
校
）、
長
幸
男
（
浦
和
高
校
）
諸
氏
も
興
地

先
生
か
ら
ド
イ
ツ
語
を
習
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
書
い
て
い
た
。

な
お
、
中
村
摩
利
子
さ
ん
か
ら
の
通
知
で
、
興
地
先
生
の
教
え
子
七
～

八
人
が
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
。
興
地
先
生
の
人
望
が

偲
ば
れ
る
。

　

中
村
摩
利
子
さ
ん
は
、
興
地
先
生
の
次
女
。
次
の
短
歌
二
首
は
、
長

女
の
松
本
那
智
子
さ
ん
の
作
品
。
今
般
、
中
村
摩
利
子
さ
ん
を
通
じ
て

提
供
を
受
け
た
。

十
代
の
父
が
通
い
し
青
野
原

　
　
　

英
会
話
の
友
ド
イ
ツ
兵
た
ち

ド
イ
ツ
語
を
学
び
し
父
の
原
点
か

　

青
野
原
な
る
俘
虜
収
容
所


